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Abstract 
新型コロナウィルスの影響で、健康食品の売り上げが好調となっている。健康食品の中でも、容易
に入手できる商品としては、プロテインがある。こうした食品は、味や香りが異なっており、これ
により購買評価が異なるものと思われる。味や香りには、過去の経験が影響しており、購買評価に
も関係していると考えられる。本研究の目的は、感性評価の結果から、健康食品の購買評価の特徴
を明らかにすることであった。健康食品にとって、生活環境における天然の素材感となるもの、つ
まり、過去の経験によって得られた味と香りによって、購買評価が高い傾向が見られた。
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Ⅰ．緒言 
新型コロナウイルスの影響下で、健康食品

の販売が増加傾向にある。巣ごもり需要とし
て、長期保存が可能な食品、特に、健康食品
に対する需要が爆発的に向上している。本
来、こうした健康食品は、栄養補助食品とし
て利用されており、その目的によって、成分
等が異なっている。プロテイン飲料は、健康
食品として考えられているが、海外において
も、その需要は高く、日本にも多くの種類の
ものが輸入されている。筋肉を増強する場合
などは、乳成分を主原料とするホエイプロテ
インが、減量目的の場合は、大豆を主原料と
するソイプロテインが、それぞれ用いられて
いる。プロテイン飲料には、多くの味と匂い
の種類が存在し、１メーカーにおいても限定
品となる風味のものまで登場している。こう
した粉末状の食品は、宇宙食として N A S A
でも開発されており、H A C C P（Hazard 
Analysis and Critical Control Point：危害分
析重要管理点）により厳格に製造されている。

“もの”は、一般的に、物理化学的特性によっ
て構成されており、これらに直結する個別評
価によって総合評価が規定されている。例え
ば、塩分濃度が高いものは、塩っぽいと評価
されているが、これに直結する総合評価とし
て、おいしさがある。ここで、おいしいと感
じるかどうかは、過去の経験や、その時代の
風潮によるものであ。こうした評価の階層性
に、過去の経験やその時代の風潮などが影響
し、複雑な評価の関係性が存在していると考
えられる。食品の評価の階層性において、複
雑な評価項目間の関係性を明らかにする手法
として、グラフィカルモデリング１）がある。

グラフィカルモデリングとは、因果分析の
一種であり，2 変数間の関係性を表わす尺度
として，通常の相関係数ではなく、偏相関係
数を利用し，仮説を検証せず直接的な関係性
を浮き彫りにし、潜在構造の仕組みを紐解く
手法である . グラフィカルモデリングは、潜
在意識における評価の関係性を抽出できる手
法であり、熊王はこれまで、潜在意識下にあ
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る食品の複雑な評価項目間の関係性を実証的
な研究から解明し、食品の商品開発、ブラン
ド化に応用してきた２－５）。

本研究の目的は、感性評価の結果から、健
康食品の購買評価の特徴を把握し、潜在意識
におけるプロテイン飲料の購買評価に関する
複雑な評価の関係性を明らかにすることであ
る。

Ⅱ．方法
株式会社ドームが販売している DNS ホエ

イプロテインを使用し、味は「バニラ」「チョ
コレート」「ストロベリー」「焼き芋」「マン
ゴー」「バナナ」の 6 種類とした。

パネル１人に対して、商品記載の方法によ
りサンプルを作成した。作成方法は、サンプ
ルを水 300ml で調合し、カップに移した。パ
ネルは、20 歳代の男性 9 名、女性学生 8 名の
合計 17 名であった。

評価の方法は、5 段階評価尺度を用いた。
パネルには、各サンプルを飲んだ時に、どの
ように感じたのかを、各評価項目に対して評

価してもらった。評価尺度とその得点は、感
じない（1）、あまり感じない（2）、やや感じ
る（3）、かなり感じる（4）、とても感じる（5）
であった。

評価項目は、「甘い」、「爽やか」、「粉っぽさ」、
「ゴロゴロ感」、「薬っぽい」、「クセのある」、「バ
ランスの良い」、「後味の良さ」「清涼感」、「親
しみ」、「おいしさ」、「飲みやすさ」、「買いたさ」
の合計 13 項目を設定した。

パネルに先入観を持たせないために、実
験に関する情報は、実験後も含めて一切与え
なかった。解析方法は QDA（Quantitative 
Descriptive Analysis：定量的記述試験）と
グラフィカルモデリングである。解析には、
JUSE-StatWorks/V5 を用いた。

Ⅲ．結果と考察
各サンプルの評価項目について，評価の平

均値とその 95% 信頼区間を算出した（図 1，2，
3，4，5，6）．その結果，サンプル間での評価
項目に違いはみられなかった．
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図１　平均値とその 95％信頼区間（バニラ）
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図 2　平均値とその 95％信頼区間（チョコレート）
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図 3　平均値とその 95％信頼区間（ストロベリー）

図 4　平均値とその 95％信頼区間（焼き芋）
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味と匂いが異なるサンプルの評価の特徴を
把握するために，感性評価の結果を主成分分
析により分析した．

サンプルを感性評価し，得られたデータを
主成分分析した結果，固有値は 1.0 以上で 3
主成分抽出され，累積寄与率は 64.1% であっ
た（表 1）．

パネルがどのように意識してサンプルを評
価しているのかを把握するために、固有値の
高い値を示している主成分 1、主成分 2 を、
それぞれ、x 軸、y 軸として、主成分負荷行
列の値を布置した（図 7）。その結果、「買い
たさ」の周囲には、「親しみ」、「おいしさ」、「飲
みやすさ」が布置されており、サンプルを飲
んだ時には、これらの評価に対する意識が高
いものといえる。

各評価項目において，主成分負荷行列値の
絶対値の最大を確認し、各主成分を解釈した．
主成分 1 は「天然の素材感と総合評価による
買いたさ」，主成分 2 は「喉越し感」，主成分
3 は「爽快感」と解釈できる．主成分 1 とし
て抽出された評価項目の結果から，「親しみ」、

「おいしさ」、「飲みやすさ」、「買いたさ」が
主成分負荷行列の値の中でも特に高い値を示
していた．これは，プロテイン飲料がもたら
す主な特徴であると考えられる．主成分１で
は、負の主成分負荷行列が抽出されていたが、
この主成分１では、「薬っぽくなく、クセが
なければ、バランスと後味が良く、親しみと
おいしさ、飲みやすさを感じ買いたくなる」
ということを意味している。

主成分構造を把握することにより、買いた
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図 5　平均値とその 95％信頼区間（マンゴー）

図 6　平均値とその 95％信頼区間（バナナ）
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さに影響をもたらす評価項目は特定できた
が、それぞれのサンプルが、どのように評価
されているのかを明らかにする必要がある。

そこで、主成分 1 を x 軸、主成分 2、あるい
は主成分 3 を y 軸とした散布図上に、得られ
た主成分得点の平均を布置した（図 8、9）。

表１　主成分分析結果（主成分負荷行列、固有値、寄与率、累積寄与率）



― 6 ―

スポーツと人間　第5巻　第1号（2021年） 感性評価による健康食品の購買評価に関する研究

図 7 主成分負荷行列（x 軸：主成分１、y 軸：主成分 2）

図 8 主成分得点の平均値（x 軸：主成分１、y 軸：主成分 2）
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主成分 1 となる「天然の素材感と総合評価
による買いたさ」，主成分 2 となる「喉越し
感」では、どちらの評価も高いサンプルは、
バナナであった。サンプルの粘性などは違い
が見られていないことからも、パネルは、味
と匂いによってバナナの粘性という食感を想
起し、喉越しを感じている可能性がある。次
に、評価の高いものは、バニラとマンゴーで
あった。マンゴーは、味が爽やかであり、高
級な食材であるという意識があるためか、主
成分１上でも高い評価を得ていた。

主成分 1 となる「天然の素材感と総合評価
による買いたさ」，主成分 3 となる「爽快感」
では、マンゴー、バニラの評価が高かった。
マンゴーは、味が爽やかであり、高級な食材
であるという時代の風潮があるためか、主成
分１上でも高い評価を得ていた。

ストロベリーは、「爽快感」はあるものの、
主成分１上では評価が低い結果となってい

た。ストロベリー味の場合は、こうした「爽
快感」が薬っぽい印象を与え、クセのある感
覚を感じさせてる可能性がある。こうした“青
臭い”と感じられるような味の部分を変更す
ることにより、買いたくなるように感じると
考えられる。チョコレートや焼き芋は、単な
る甘さではなく、深みを感じる甘味に変更す
ることで、買いたくなるように感じると考え
られる。

主成分分析の結果からは、プロテイン飲料
における評価の関係性と各サンプルの特徴が
把握できた。

しかしながら、主成分１上で評価の高かっ
たバナナ、バニラ、マンゴーは、味と匂いが
異なるため、潜在意識において、「買いたさ」
となる購買評価は、異なる側面が存在してい
ると考えられる。そこで、グラフィカルモデ
リングにより、複雑な評価の関係性を明らか
にし、潜在意識下において、購買評価がどの

図 9 主成分得点の平均値（x 軸：主成分１、y 軸：主成分 3）
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ような評価に直結しているのかを明らかにす
る。

主成分 1 として抽出された評価項目である
「薬っぽい」、「クセのある」、「バランスの良
い」、「後味の良さ」、「親しみ」、「おいしさ」、

「飲みやすさ」、「買いたさ」について、バニ
ラ、マンゴー、バナナの各サンプルごとにグ
ラフィカルモデリングにより解析した。

バニラは、逸脱度＝ 6.864、自由度＝ 13、P
値＝ 0.9090 であり、マンゴーは、逸脱度＝

3.036、自由度＝ 12、P 値＝ 0.9953 であった。
バナナは、逸脱度＝ 8.721、自由度＝ 13、P
値＝ 0.7937 であった。各サンプルの解析結果
は、P 値からも高い信頼性を示す結果となっ
た。各サンプルの無向グラフを得ることがで
きた（図 10、11、12）。評価項目間の偏相関
係数が、0.6 以上の数値を示している箇所は、
直接的な関係性が高いことを意味している。
潜在意識において、この直接的な関係性を表
す評価項目を確認した。

図 10 グラフィカルモデリングによる無向グラフ（バニラ）
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図 12 グラフィカルモデリングによる無向グラフ（バナナ）

図 11 グラフィカルモデリングによる無向グラフ（マンゴー）
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その結果、バニラでは、「薬っぽい」と「ク
セのある」が、マンゴーでは、「クセのある」
と「後味の良さ」が直接的に関係していた。
バナナでは、「バランスの良さ」と「おいしさ」
と「買いたさ」が直接的に関係しており、「買
いたさ」と「バランスの良さ」を「おいしさ」
が橋渡ししていることを表していた。また、

「後味の良さ」と「飲みやすさ」が直接的に
関係していた。

3 つのサンプルには、高い偏相関係数を示
す評価の関係性では共通したものは見られな
かったものの、薬っぽいと後味の良さなど、
共通している直結した評価の関係性は確認で
きた。

主成分分析において、主成分１上でバナナ
の評価が、バニラとマンゴーよりも高く位置
していたことは、潜在意識において過去の経
験やその時代の風潮が大きく影響し、複雑な
評価項目間の関係性が強く形成されていると
考えられる。

Ⅳ．結論
本研究では、感性評価の結果から、健康食

品の購買評価の特徴を把握し、潜在意識にお
けるプロテイン飲料の購買評価に関する複雑
な評価の関係性を明らかにした。

購買評価は、天然の素材感とおいしさなど
の総合評価によって規定されており、喉越し
のあるものが評価されていた。主成分分析の
結果において評価されていたバナナ、バニラ、
マンゴーのプロテイン飲料を飲んだ場合、潜
在意識における評価構造では、共通して直結
した評価の関係性は、ある程度確認できた。

健康食品にとって、生活環境における天然
の素材感となるもの、つまり、過去の経験に
よって得られた味と香りによって、購買評価
が高い傾向が見られた。
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